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問３ 次の文章は，誘導機の速度制御に関する記述である。 

誘導機の回転速度 n [min-1]は，滑り s，電源周波数 f [Hz]，極数 p を用いて 

120n    (ｱ)    と表される。したがって，誘導機の速度は電源周波数によって制

御することができ，特にかご形誘導電動機において    (ｲ)    電源装置を用いた制

御が広く利用されている。 

かご形誘導機ではこの他に，運転中に固定子巻線の接続を変更して    (ｳ)    を

切り換える制御法や，    (ｴ)    の大きさを変更する制御法がある。前者は，効率

はよいが，速度の変化が段階的となる。後者は，速度の安定な制御範囲を広くす

るために    (ｵ)    の値を大きくとり，銅損が大きくなる。 

巻線形誘導機では，    (ｵ)    の値を調整することにより，トルクの比例推移を

利用して速度を変える制御法がある。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ)  (ｲ)  (ｳ)  (ｴ)  (ｵ) 

(1) 
sf
p
  CVCF  相数  一次電圧  一次抵抗 

(2) 
(1 )s f

p
  CVCF  極数  二次電圧  二次抵抗 

(3) 
sf
p
  VVVF  極数  一次電圧  一次抵抗 

(4) 
(1 )s f

p
  VVVF  相数  二次電圧  一次抵抗 

(5) 
(1 )s f

p
  VVVF  極数  一次電圧  二次抵抗 
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問４ あるかご形三相誘導電動機を定格電圧で Y-Δ始動したところ，始動トルクは

60 N･m であった。また，Δ結線での全電圧始動時（定格電圧）の始動トルクは定

格運転時の 240 ％である。この電動機の定格運転時のトルクの値［N･m］として，

最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) 20 (2) 25 (3) 35 (4) 43 (5) 75 
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